




生命科学／医学関連分野の研究成果例 ①

受容体と結合した麻疹ウイルスの構造を世界で初めて解明
－抗ウイルス薬の開発に期待－

九州大学

抗ウイルス薬がない麻
疹について、麻疹ウイル
スが細胞上の受容体と
結合した時の構造を解
明。細胞侵入機構の解
明に繋がるほか、抗ウイ
ルス薬の開発に重要な
知見を与えるものと期待。

ウイルス侵入の鍵となる硫酸化の仕組みを解明
－新たな医薬品の開発に期待－

「Nature Communications（2013.3.12）」に掲載 九州大学、宮崎大学

光合成タンパク質（PSⅡ）の構造解析
－光合成酸素発生の謎を解明－

光合成の中核を成すタンパ
ク質複合体の構造を解明。
光合成による酸素、水素発
生の謎の解明に道。人工光
合成の実現に向け大きな一
歩であり、エネルギー・環境
問題、食料問題の解決に期
待。

「Nature （2011.4.17）」に掲載 岡山大学、大阪市立大学

※本プロジェクトの研究業績は、米国科学誌「サイエンス」が2011年の10大
業績「ブレークスルー・オブ・ザ・イヤー2011」に選出されている。

ヒトタンパク質チロ
シン硫酸転移酵素
の立体構造を、
ターゲットタンパク
質との複合体の形

で決定し、その作用メカニズムを世界
で初めて解明。抗ウイルス薬を含めた
新しい医薬品の開発に期待。

生体超分子の構造を世界に先駆けて原子レベルで解明

細菌の遊泳器官であるべん毛の超分
子繊維構造を解析し、微小な生体プ
ロペラの形成とスイッチの分子メカニ
ズムの解明に成功。将来のナノテクノ
ロジーの応用として、ナノモーターの
プロペラの設計等への活用に期待。

「Nature Structural & Molecular Biology 
（2010.3.14）」に掲載 大阪大学

※本プロジェクトの研究業績は、米国科学誌「サ
イエンス」が2011年の10大業績「ブレークス
ルー・オブ・ザ・イヤー2011」に選出されている。

「Nature Structural & Molecular Biology
（2011.1.9）電子版」に掲載



生命科学／医学関連分野の研究成果例 ②

ナトリウム・カリウムポンプの立体構造の解明

心不全の治療薬ジギタリスの標
的分子でもあり、神経の興奮な
どに必須なナトリウム・カリウム
ポンプの立体構造を世界で初め
て解明することに成功。
新たな治療薬の標的としても注
目されているこの物質の原子構
造の決定によって薬剤の開発が
大きく前進することが期待。

「Nature(2008.5.21号）」に掲載
東京大学、JASRI

インフルエンザウイルスのRNAポリメラーゼの構造を解明
－新型インフルエンザウイルスに対する新規薬剤設計が可能に－

「Nature（2007.8.28号）」に掲載

インフルエンザウイルスの複
製に中心的な役割を果たして
いるRNAポリメラーゼのサブユ
ニット間の構造を世界で初め
て原子レベルで解明。
ウイルスの増殖を直接抑える
ような新規薬剤の設計に期待。

横浜市立大学

高等生物内巨大タンパク質ボルトの構造決定に成功

兵庫県立大学、大阪大学

篭のようにその中にモノを入れて運
ぶ働きをすると考えられている、細胞
内にある最大の超分子であるボルト
の立体構造を解明。
巨大な粒子を丸ごと構造決定できた
事は、今後の構造生物学研究に大き
な影響を与えると期待。

「Science」（2009.1.16号）に掲載

G-タンパク質共役受容体ロドプシンの立体構造を決定

「Science（2000.8.4号）」に掲載

種々のホルモン、神経伝達物質などの受容
体として細胞の働きや運命を左右するスイッ
チとして働くG-タンパク質共役受容体(GPCR)
の一つであるウシ由来のロドプシンの立体構
造を決定。

理研、ワシントン大学、東京工業大学

◆科学雑誌Scienceの表紙を飾った。
◆Scienceの査読者から「この分野の15年間の
研究において最も重要な論文である」との評価。
◆本論文を引用した論文数：2,800件
(2010年8月現在)（ISI Web of Knowledge より）


